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　私たちの日常生活から出る台所や風呂、洗濯の水などの生活排水が川や海を汚す原因になっています。下水道は
これらの生活排水を集めて処理し、きれいな水にして川や海に返すという重要な役割を担っていますので、一日も
早く生活排水設備工事（下水道への接続）をしていただき、快適な生活環境を築かれますようお願いします。

　敷地内の公共マスまでは町が管理します。

　各家庭や事業所の宅内から公共マスまで生活排水を流すために必要な排水施設（汚水管や私設汚水マス）は個

人の管理となり、工事や点検保守は個人負担となります。

　平成２８年８月末現在、町全体での下水道への接続率は、６９．９％となっています。

　工事費以外の費用も整備には多額の費用を要することから、下

水道を利用される方々に、下水道建設にかかる費用の一部を受益

者分担金として負担していただきます。受益者分担金の納付につ

いては最大5年間の60回払いも可能です。

　下水道の接続については本町の指定業者に工事の申込を行って下さい。指定業者とその連絡先は次のとおりです。

　先日、タオルが下水道の中継ポンプから見つかりました。住宅の各汚水マスは下水道につながっているためタ

オル等を流すと下水道が詰まる場合があり 等、周囲の皆様に迷惑がかかり

ますので一人ひとりが十分に注意して使用していただきますようお願いいたします。
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去
る
六
月
十
六
日(

木)

、
平
成
二
十
八
年
度

西
ノ
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会
が
、
西
ノ

島
中
学
校
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
で
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
並
び
に
決
算

報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
の
役
員
選
出
、
事
業

計
画
、
予
算
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会　

長　

岸
本　

利
花　

(

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

副
会
長　

三
角　

和
成　

(

西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

監　

事　

中
山　

佳
昭･

大
江　

ひ
と
み

(

西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

事
務
局　

濱
板　

健
一　

(

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

①
総
会

六
月　

役
員
改
選
・
事
業
計
画

②
広
報
紙
発
行

九
月　

役
員
紹
介
・
事
業
計
画【
町
報
に
し
の
し
ま
】

二
月　

活
動
紹
介
・
事
業
報
告【
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
】

③
校
舎
移
転
作
業

　

 

八
月
六
日(

土)

④
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
取
組

⑤
島
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
参
加

　

十
一
月
六
日
（
日
）

会
場　

海
士
町
開
発
セ
ン
タ
ー

　

子
供
た
ち
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
が
待
ち
望

ん
で
い
た
新
校
舎
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

八
月
六
日
に
無
事
旧
校
舎
か
ら
の
移
転
作
業

も
終
了
し
、
新
学
期
よ
り
元
気
良
く
小
中
学
生

共
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
子
を
持
つ
親
と
し
て
は
、『
中
学

生
の
勉
強
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
？
』、『
初
め
て
の
環
境
に
戸
惑
っ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
？
』
な
ど
と
様
々
な
不
安
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、『
中
学
生
と
小
学
生
が

図
書
室
で
一
緒
に
本
を
読
ん
で
い
ま
す
よ
。』、

『
体
育
館
で
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
よ
。』
等
と

先
生
方
か
ら
お
知
ら
せ
を
頂
い
た
り
、
我
が
子

か
ら
も
『
今
日
ね
○
○
君(
中
学
生)

と
バ
ス

ケ
し
て
遊
ん
だ
よ
。』
と
嬉
し
そ
う
に
報
告
を

受
け
た
り
し
、
安
堵
と
共
に
心
温
ま
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
校
舎
は
、
単
に
子
供
達
の
学
舎
と
し

て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、有
事
の
際
に
は
、(
そ

う
な
ら
な
い
事
を
望
み
ま
す)

西
ノ
島
町
民
の

避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
校
舎
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
水
道
が
設
置

さ
れ
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
ら
れ
、
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
様
々
な
配
慮
が
施
さ
れ
て
お
り

感
心
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
の
役
所
の
仕

事
等
に
つ
い
て
、苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、

必
要
に
応
じ
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
声
を
行
政
運
営
の

改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10
月
17
日

（
月
）か
ら
23
日（
日
）ま
で
の
一
週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政
相

談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
ご
相
談

を
お
聴
き
し
ま
す
。
西
ノ
島
町
で
は
、
左
記

の
通
り
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
28
年
10
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
00
分
〜
12
時
00
分

○
場　

所

　

浦
郷
シ
ル
バ
ー
会
館

○
担
当
者

　

行
政
相
談
員　

小
新　

芳
枝
さ
ん

　

母
校
で
あ
る
西
ノ
島
中
学
校
の
校
舎
が
壊

さ
れ
て
し
ま
い
、
大
切
な
思
い
出
ま
で
も
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
な
気
が
し
て
、
寂

し
く
感
じ
ら
れ
た
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

し
か
し
、
立
派
な
新
校
舎
が
完
成
し
、
我

が
子
を
は
じ
め
、
嬉
し
そ
う
に
通
う
子
供
た

ち
の
姿
を
見
る
と
、
将
来
、
西
ノ
島
を
担
っ

て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
子
供
達
に
大
き
な
期

待
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
生
ま
れ
の
、
こ
の
子
達
が
ま
た
ゼ
ロ

か
ら
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
行
く
こ
と
も

悪
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
光

り
輝
く
子
供
達
が
こ
の
ピ
カ
ピ
カ
の
新
校

舎
で
、
元
気
に
楽
し
く
学
び
、
そ
し
て
『
愛

郷
心
』
を
養
い
、
一
度
は
島
外
に
出
る
こ
と

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
都
会
で
西
ノ
島
の
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
堂
々
と
熱
く
語
り
、
い

つ
の
日
か
必
ず
西
ノ
島
に
帰
郷
し
、
こ
の
町

を
更
に
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

西
ノ
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

岸
本　

利
花

▲西ノ島小・中学校新校舎竣工式


